



































































































































































































矢 澤 庸 徳・渡 邉 千 春・林　正 樹・稲 吉 政 岳・
山 口 正 之・桑原真裕子・北林ちなみ
【目　的】
　学生に対し事務職員と施設に対する満足
度，学生の知識・能力の変化，教育に関する
満足度を調査する事により，教育内容や事務
局対応改善の成果や今後の教育活動・業務の
充実をはかる為のデータを得る事を目的とし
た．
【方　法】
１．デザイン・・・量的調査
２．対　　象・・・全学生（悉皆調査）
３．調査期間・・・平成29年１月５日～
　　　　　平成29年１月25日
４．回収状況・・・対象在学生数495，回収数
444，回収率89.1％，有効回答数441
５．データの収集方法
　質問紙：無記名による自記式質問紙（４件
法によるリッカートスケール，自
由記載，４件には一部に該当なし
を付記）
　配　布：各クラスで教職員が趣旨を説明し
質問紙を配布
　回　収：回収箱等により内容が他者の目に
触れないよう配慮して教職員が回
収
６．分析方法・・・単純集計及び項目間の関連
を分析
【結　果】
　職員の対応・サポートに関する回答で最も
点数が高かった項目は「図書館員の対応に満
足している（3.4）」「学生課の対応に満足し
ている（3.3）」であった．点数が低かった項
目は「こころの健康について相談できる環境
がある（2.7）」「からだの健康について相談
できる環境がある（2.8）」であった．施設・
キャンパスに関する回答で点数が高かった項
目は「実習室の設備が整っている（3.2）」「グ
ラウンドは充実している（3.2）」であった．
点数が低かった項目は「教室の空調の効きは
十分（2.5）」「くつろげる空間がある（2.7）」
であった．教育への満足度で点数が高かった
【事前訪問の成果】
　2016年11月の事前訪問においては，今後３
年間の調査先となる２つの施設に調査を依頼
し承諾を得ることができた（ニャンティン特
別学校，サオマイ療育センター）．次回の訪
問調査（2017年３月４日～ 10日）に向けて
研究協力者とともに準備を進めているところ
である.
　本研究は，JSPS科学研究費補助金基盤研
究（C）課題番号16K04044，2016年～ 2018年，
「ベトナムの障害者支援における専門職の協
働」研究代表者・武分祥子に基づくものであ
る．
1）　JSPS科学研究費補助金基盤研究（A）課
題番号23252010，2011年～ 2015年，「特別な
ニーズをもつ子どもへの教育・社会開発に関
する比較研究」研究代表者・黒田学．
2）　三島海雲記念財団　第51回研究奨励金研
究「ベトナムでの赤十字社の障害者支援活動
に関する調査研究―保健・医療・福祉の協働
―」2013年．
